
　 表Ⅰ　寛永年間までの「座」一覧

№ 年号 年 西暦 月 日 形態 費用 座１間分と等価値な銭 座の表記（数：座の間数。場所：座の設置地） 種別 座所有者 内衆 座所有者（※内衆の主人も含む）の推定居住地 取次人 取次人の推定居住地 備考（特記事項・文言など） 出典

1 文明 1 1469 8 21 冊子 ー ー 京座（「一木戸之辺」※宇治郷） 座？ ー ー ー ー ー 氏経神事記

2 文明 3 1471 5 22 売券 ー ー 軽物座之福市太郎 座 福市太郎 ー 一志久保（福市家） ー ー 岩淵米屋兵衛五郎の持分の道者（山城国一円）を清銭二十貫文で福市太郎が購入 猪熊文書

3 延徳 2 1490 12 吉 定文 ー ー たふ（太布）の新座 座 （谷）彦左衛門殿 ー 曽祢（谷家） ー ー 「以三方老若衆議」 徴古文府

4 明応 2 1493 8 7 定文 ー ー 酒座（１） 座 曽祢（谷ヵ）又二郎殿 ー 曽祢（谷家） ー ー 「親之作候ハんする間ハ子ハ御作有間敷候」 徴古文府

5 明応 2 1493 8 7 定文 ー ー 酒座（１） 座 曽祢（谷）彦左衛門殿 ー 曽祢（谷家） ー ー 「親之作候ハんする間ハ子ハ御作有間敷候」 徴古文府

6 明応 2 1493 8 7 定文 ー ー 酒座（１） 座 福嶋殿 ー 八日市場（福嶋家） ー ー 「親之作候ハんする間ハ子ハ御作有間敷候」 福島文書

7 明応 2 1493 8 7 定文 ー ー 酒座（１） 座 福井殿 ー 一志久保（福井家） ー ー 「親之作候ハんする間ハ子ハ御作有間敷候」 輯古帖

8 明応 3 1494 9 ー 冊子 ー ー 御器座 座 ー ー ー ー ー 明応３年の有爾土器調進の際、「九月御祭に御器十三具御器座より受取之」 外宮子良館日記

9 明応 3 1494 11 8 売券 6000 （八日市庭？）あい（相）物座（之地） 座地
（売主）大世古魚屋小二郎 ー 大世古櫟木（魚屋） ー ー

ー 古文書（松葉安平氏旧蔵）
（買主）八日市庭魚屋七郎兵衛殿 ー 八日市場（魚屋） ー ー

10 明応 6 1497 9 吉 定文 ー ー
布座（１） 座 曽祢（谷）彦左衛門殿 ー 曽祢（谷家） ー ー 「座中之儀申合候て公界として」

徴古文府
（布）座中 座 ー ー ー ー ー ー

11 永正 2 1505 12 26 定文 3000 3000 油座（１） 座 そね（谷）彦さ左衛門殿 ー 曽祢（谷家） ー ー 「為三方入申候上者莚酒等之儀あるましき者也」 徴古文府

12 永正 6 1509 閏８ 16 定文 ー ー
かまの座（１） 座 そね（谷）彦さ左衛門殿 ー 曽祢（谷家） ー ー 「為三方入申上者莚酒等之儀　又座中より云惜事あるましき者也」

徴古文府
（かまの）座中 座 ー ー ー ー ー ー

13 永正 8 1511 9 23 定文 ー ー 麹■之座（１） 座 曽祢（谷）彦さ左衛門殿 ー 曽祢（谷家） ー ー 「従三方入申上ハ莚酒等之儀不可有者也」 徴古文府

14 永正 10 1513 3 13 定文 ー ー 瀬土物座（１）　※前之座也 座 八日市新次郎殿 ー 八日市場 ー ー 山田旧経済関係文書

15 大永 6 1526 2 吉 定文 ー ー 米座（１） 座 八日市大塗師屋宗左□門殿 ー 八日市場（大主屋） ー ー 「従三方入申上候者莚酒有間敷候」 古文書（松葉安平氏旧蔵）

16 大永 6 1526 2 7 定文
15000 15000 （麻座） 座 一志小三郎殿 ー 一志久保（麻屋） 八日市左衛門太郎殿 八日市場 「麻之座中より」。一志小三郎は麻屋小三郎のこと（輯６－１６）で、足代民部丞の内衆か？

輯古帖
ー ー 麻座之中 座 ー ー ー ー ー 麻座中の独自の印章あり

17 大永 7 1527 卯 吉 売券

5000 （八日市庭）相物座（１） 座地
（売主）八日市庭善三郎家助 ー 八日市場

ー ー ー

福島文書
（買主）一志次郎太郎方 ー 一志久保

ー ー （八日市庭）同（相物）座 座地 （隣接）？ ー ー ー ー ー

ー ー 我等座（相物座）之衆 座 ー ー ー ー ー ー

18 享禄 3 1530 5 10 定文 2500 2500 紺座（１） 座 足代民部殿内小三郎殿 ◎ 宮後西河原（足代家）、（一志久保・麻屋？） ー ー 小三郎は一志の麻屋小三郎のことか？ 輯古帖

19 享禄 5 1532 5 18 定文 ー ー 麹座（１） 座 大ぬし屋宗左衛門方 ー 八日市場（大主屋） ー ー ー 古文書（松葉安平氏旧蔵）

20 享禄 5 1532 5 18 定文 ー ー 火車座（１） 座 久保小五郎殿 ー 一志久保 ー ー ー 享禄五年玉丸取相三方三ツ判写

21 天文 2 1533 8 26 定文 ー ー 座 足代民部丞殿之内小三郎方 ◎ 宮後西河原（足代家）、（一志久保・麻屋？） ー ー 小三郎は一志の麻屋小三郎のことか？ 輯古帖

22 天文 5 1536 霜 晦 売券
7000

（八日市南方）魚座 座地

（売主）世義寺南坊良蜜 ー 八日市場（世義寺） ー ー ー 古文書（松葉安平氏旧蔵）

◎ 八日市場（幸福屋） ー ー ー
古文書（松葉安平氏旧蔵）

ー ー （隣接）慶徳屋平衛門殿 ー 八日市場（慶徳屋） ー ー ー

23 天文 6 1537 11 26 売券
5500

（八日市庭南之方〔南端〕座地）魚座 座地

（売主）八日市庭三郎左衛門家次 ー 八日市場 ー ー ー

古文書（松葉安平氏旧蔵）（買主）覚弘院 ー 八日市場（世義寺） ー ー ー

ー ー （隣接）慶徳屋平衛門殿 ー 八日市場（慶徳屋） ー ー ー

24 天文 6 1537 12 25 売券 ー ー 座之又三郎 座 座之又三郎？ （八日市場？） ー ー ー 輯古帖

25 天文 11 1542 12 吉 定文 3000 3000 紙之座（１） 座 大ぬしや宗左衛門方 ー 八日市場（大主屋） 世古殿 八日市場？（世古家） 古文書（松葉安平氏旧蔵）

26 天文 11 1542 12 吉 定文 ？ ？ 立物之座（１） 座 中世古はかりや□□□□□ ー 田中中世古（秤屋） たかふくや（高向屋） 続郷談

27 天文 12 1543 6 晦 定文 （無料） （無料） 麻座（１） 座 久保五郎兵衛殿 ー 一志久保 ー ー 宇治山田合戦の際、打死した田中中世古の二本杉助四郎の褒美の「香伝」料として 松阪市郷土資料室所蔵文書

28 天文 14 1545 3 29 売券
10000 （八日市庭座）魚座（地）（２） 座地

（売主）うをや（北端）新衛門尉光秀 ー 八日市場？（魚屋） ー ー ー

古文書（松葉安平氏旧蔵）（買主）覚弘院 ー 八日市場（世義寺） ー ー ー

ー ー （八日市庭）魚座？ 座地 （隣接）（〔幸福〕右馬助殿内？）源二郎殿 ◎ 八日市場（幸福屋） ー ー ー

29 天文 19 1550 3 ー 定文 1000 1000 御器座（１） 座 一志はかりや宗三郎殿 ー 一志久保（秤屋） 老分ヵ ー ー 徴古文府

30 天文 21 1552 2 吉 定文 1500 1500 紙座（１） 座 中世古はかりやとの ー 田中中世古（秤屋） 老分ヵ ー 「春卜」と記載されるも「老分」の誤りか 続郷談

31 天文 21 1552 3 吉 定文 500 500 紙座（１） 座 中世古五文子屋源六殿 ー 田中中世古（五文子屋） 老分ヵ ー ー 五文子屋道者屋敷座沽券

32 天文 22 1553 12 19 定文 ー ー 瀬戸物座（１） 座 中世古はかりや ー 田中中世古（秤屋） 堤源介 宮後西河原（堤家） ー 続郷談

33 永禄 1 1558 8 吉 定文 ー ー 鰯座（１） 座 （谷氏ヵ） ー 〔曽祢（谷家）〕 ー ー ー 徴古文府

34 永禄 3 1560 9 3 寄進状案 ー ー イヲノサノ二郎兵衛門 座地？ ー ー ー ー ー 輯古帖

35 永禄 6 1563 9 吉 定文 2000 2000 麹之座（１） 座 丹蔵与二衛門方 ○ 岩渕（丹蔵家） 久保倉大炊助殿 岩渕（久保倉家） 輯古帖（永井六三郎氏蔵）

36 天正 5 1577 11 15 定文 ー ー 米之座（１） 座 宗左□□□殿 ー 〔八日市場？（大主屋？）〕 ー ー 「宗左□□□」は大主屋宗左衛門（八日市場）か？ 輯古帖

37 天正 6 1578 2 16 定文 麻座（１） 座 櫟はかりや二衛門尉殿 ー 大世古櫟木（秤屋） ー ー ー 徴古文府

38 天正 6 1578 4 吉 定文 米之座（１） 座 馬瀬六左殿 ○ 曽祢？（馬瀬家） 橋村内膳 上中之郷（橋村家） ー 輯古帖

39 天正 6 1578 4 吉 定文 魚之座（１） 座 八日市はかりや善右ヱ門殿 ー 八日市場（秤屋） ー ー ー 続郷談

40 天正 6 1578 4 吉 定文 2000 2000 瀬戸物之座（１） 座 龍大夫殿内九郎三郎殿 ◎ 大世古櫟木（龍家） ー ー ー 輯古帖

41 天正 7 1579 正 吉 定文 瀬戸物之座（１） 座 かミ中郷こんや十郎衛門殿 ー 上中之郷（紺屋） ー ー ー 輯古帖

30 天正 8 1580 正 15 定文 魚座（５） 座 徳田九左衛門尉殿 ー 岩淵（徳田家） 上部越中守方 岡本（上部越中家） 「なミ銭合百五拾四貫　本座並ニ預ル」 井深文書

42 天正 11 1583 閏正 吉 定文 黄金１両 米之座（１） 座 久保倉殿内宇の若衛門尉殿  ◎ 岩渕（久保倉家） 久保倉 岩渕（久保倉家） ー 御巫退蔵文庫旧蔵古文書等影写

43 天正 12 1584 9 吉 定文 黄金１両 米之座（１） 座 八日市はかりや善右ヱ門殿 ー 八日市場（秤屋） ー ー ー 続郷談

44 天正 15 1587 8 ー 朱印状 ー ー 諸座 座 ー ー ー ー ー 宮川内「諸座并大工所被相破事」の秀吉朱印状 大西春海氏所蔵文書（写真帳）

45 慶長 11 1606 9 吉 売券 座屋敷
（売主）二見勘兵衛後家祐宿 ー 曽祢（二見家）

ー ー 福島大夫関係御師文書
（買主）村山殿之内又右衛門殿 ◎ 八日市場（村山家）

46 ー ー ー ー ー 町石 ー ー いせ山田下座甚兵へ 座地？ ー ー ー ー ー 八鬼山道町石

47 ー ー ー ー ー 定文 3000 3000 かうし（麹）座（＝） 座 福井若狭守殿 ー 一志久保（福井家） ー ー 麹座加入料（座役銭）が３０００文（銭名無注記銭）であることから１６世紀前半以前の内容か？ 輯古帖

48 9 1643 ー ー 冊子 ー ー こきや（御器屋）町 （町） ー ー ー ー ー 「一　こき　十二く九月の市ニこきや町より参候引出物ニ上銭十文程する也」 子良館年中行事（『二宮叢典』所収）

この日に「一木戸之辺ニ京座」が立てられ、「其礼」の「為」、内宮一祢宜荒木田氏経の許に「地下
若輩等参」る。この京座は「よく分からないが、なんらかの興業であったのであろうか」と詳細不明
ながらも飯田良一氏が興業関係の施設と推測（H３）。

6000　（１間分売値？）

「永入申瀬土物座之事」と表題。「右之座之事ハ三方用銭之時八日市新次郎殿迄永代申入処実
正明鏡也」とか「前之座也」と記載。

5000（売値）

布座（2）

７000（１間分売値？） （買主）八日市幸福平二郎殿之内（八日市座之
）与九郎殿

5500（１間分売値？）

「不可有莚酒候」　天文１９年の屋敷売券（福１１）に「八日市世古判右衛門尉光継」という世古家
の人物がみえる

田中中世古or大世古櫟木（高向家
）

「永々可為壱間座候 壱人之前仁□□宛也 可有預リ座候 莚之銭可為前々」。立物之座中より認
証されたと推定

5000（売値）

「山田へイヲノサノ二郎兵衛門」と端裏書のある寄進状案。八日市場の吉沢家伝来であること等
から推すと「イヲノサ」＝魚座で八日市場の魚座の地名を指すか？

丹蔵氏は史料上、慶長１０年には久保倉氏内衆であることが確認（神宮文庫蔵『御巫家旧蔵資料
』）

ひた銭15000 約1875～2505（永楽銭）

なミ銭2０000 約2500～3340（永楽銭）

なミ銭25000 約3125～4175（永楽銭）

なミ銭2000 約250～334（永楽銭）

なミ銭154000 約3850～5144（永楽銭）

約2273（永楽銭）

約2273（永楽銭）

（銀650目） 約23122（永楽銭・１所分売値） （八ヶ市座屋敷・市場）（※1所、3×3.5間）
慶長十四年十二月吉日の「借用申銀子之事」と慶長二十年閏六月吉日の「八ヶ市屋敷之事」が関連史料
で、八ヶ市座屋敷と市場のことはこちらから判明。西3間・北南3.5間（慶長９年の永楽とびた・同11年の銀
とびたとで推定算出）

三重県尾鷲市南浦（八鬼山峠）に現存する町石群（３７基）の１基。作成年代は天正１４～１７年と推
定される。
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　表②　山田三方介入の座一覧

№ 年号 年 月 日 加入機会文言 加入料（資金）提供先 座名（間数） 加入料 加入人 内衆 取次人 備考（特記事項・文言など） 出典

1 延徳 2 12 吉 ー ー たふの新座 ー （谷）彦左衛門殿 ー ー 「以三方老若衆議」 徴古文府

2 明応 2 8 7 ー ー 酒座（１） ー 曽祢（谷ヵ）又二郎殿 ー ー 徴古文府

3 明応 2 8 7 ー ー 酒座（１） ー 曽祢（谷）彦左衛門殿 ー ー 徴古文府

4 明応 2 8 7 ー ー 酒座（１） ー 福嶋殿 ー ー 福島文書

5 明応 2 8 7 ー ー 酒座（１） ー 福井殿 ー ー 輯古帖

6 明応 6 9 吉 三方用銭之時 山田三方 布座（１） ー 曽祢（谷）彦左衛門殿 ー ー 「座中之儀申合候て公界として曽祢彦左衛門殿を入申候　莚酒なとめさるましく候」 徴古文府

7 永正 2 12 26 三方用銭之時 山田三方 油座（１） 3000 そね（谷）彦さ左衛門殿 ー ー 「為三方入申候上者莚酒等之儀あるましき者也」 徴古文府

8 永正 6 閏８ 16 三方用銭之時 山田三方 かまの座（１） ー そね（谷）彦さ左衛門殿 ー ー 「為三方入申上ハ莚酒等之儀　又座中より云惜事あるましき者也」 徴古文府

9 永正 8 9 23 三方用銭時 山田三方 麹蘗之座（１） ー 曽祢（谷）彦さ左衛門殿 ー ー 「永入申麹　座之事」と表題。「従三方入申上ハ莚酒等之儀不可有者也」 徴古文府

10 永正 10 3 13 三方用銭之時 山田三方 瀬土物座（１） ー 八日市新次郎殿 ー ー 山田旧経済関係文書

11 大永 6 2 吉 多気様御上洛之時　諸座入申候内也 （山田三方→北畠家） 米座（１） ー 八日市大塗師屋宗左□門殿 ー ー 「従三方入申上候者莚酒有間敷候」 古文書（松葉安平氏旧蔵）

12 享禄 3 5 10 ー ー 紺座（１） 2500 足代民部殿内小三郎殿 ◎ ー ー 輯古帖

13 享禄 5 5 18 就玉丸取相　諸座入申候 （山田三方） 麹座（１） ー 大ぬし屋宗左衛門方 ー ー ー 古文書（松葉安平氏旧蔵）

14 享禄 5 5 18 就玉丸与取相諸座入申候 （山田三方） 火車座（１） ー 久保小五郎殿 ー ー ー 享禄五年玉丸取相三方三ツ判写

15 天文 2 8 26 就玉□取相　諸座弐間つゝ入申候 （山田三方） ー 足代民部丞殿之内小三郎方 ◎ ー ー 輯古帖

16 天文 11 12 吉 ー ー 紙之座（１） 3000 大ぬしや宗左衛門方 ー 世古殿 「不可有莚酒候」 古文書（松葉安平氏旧蔵）

17 天文 12 6 晦 今度宇治与合戦付助四郎殿打死無比類忠節候就其香伝 ー 麻座（１） （無料贈与） 久保五郎兵衛殿 ー 宇治山田合戦の際、打死した田中中世古の二本杉助四郎の褒美の「香伝」料として 松阪市郷土資料室所蔵文書

18 天文 19 3 ー 「依急用有」「五百貫之時汁銭ニ」 ー 御器座（１） 1000 一志はかりや宗三郎殿 ー 老分ヵ ー 徴古文府

19 天文 21 2 吉 依急用有 ー 紙座（１） 1500 中世古はかりやとの ー 老分ヵ 「春卜」と記載されるも「老分」の誤りか 続郷談

20 天文 21 3 吉 依急用有 ー 紙座（１） 500 中世古五文子屋源六殿 ー 老分ヵ ー 五文子屋道者屋敷座沽券

21 天文 22 12 19 依急用有 ー 瀬戸物座（１） ー 中世古はかりや ー 堤源介 ー 続郷談

22 永禄 1 8 吉 依急用有 ー 鰯座（１） ー （谷氏ヵ） ー ー ー 徴古文府

23 永禄 6 9 吉 ー ー 麹之座（１） 2000 丹蔵与二衛門方 ○ 久保倉大炊助殿 丹蔵家は史料上、慶長１０年には久保倉家内衆であることが確認（『御巫家旧蔵資料』） 輯古帖

24 天正 5 11 15 御本所様安土御音信之時代物入事候て （山田三方→織田信雄） 米之座（１） 宗左□□□殿 ー ー 「宗左□□□」は大主屋宗左衛門（八日市場）か？ 輯古帖

25 天正 6 2 16 御　本所様能道具調候其為 （山田三方→織田信雄） 麻座（１） 櫟はかりや二衛門尉殿 ー ー ー 徴古文府

26 天正 6 4 吉 従京上部越中方被申越依子細 （山田三方→織田家？） 米之座（１） 馬瀬六左殿 ー 橋村内膳 ー 輯古帖

27 天正 6 4 吉 従京上部越中方被申越依子細 （山田三方→織田家？） 魚之座（１） 八日市はかりや善右ヱ門殿 ー ー ー 続郷談

28 天正 6 4 吉 依有三方急用　 山田三方 瀬戸物之座（１） 2000 龍大夫殿内九郎三郎殿 ◎ ー ー 輯古帖

29 天正 7 正 吉 依有急用 ー 瀬戸物之座（１） かミ中郷こんや十郎衛門殿 ー ー ー 輯古帖

30 天正 8 正 15 ー ー 魚座（５） 徳田九左衛門尉殿 ー 上部越中守方 「なミ銭合百五拾四貫　本座並ニ預ル」 井深文書

31 天正 11 閏正 吉 安土御音信熨斗之代 （山田三方→織田信雄？） 米之座（１） 黄金１両 久保倉殿内宇の若衛門尉殿 ◎ 久保倉 ー 御巫退蔵文庫旧蔵古文書等影写

32 天正 12 9 吉 秀吉様御陣江為御音信 山田三方→豊臣秀吉 米之座（１） 黄金１両 八日市はかりや善右ヱ門殿 ー ー ー 続郷談

33 ー ー ー ー ー ー かうし座（＝） 3000 福井若狭守殿 ー ー ー 輯古帖

「親之作候ハんする間ハ子ハ御作有間敷候　親已後之事ハ男子ニても候へ女子ニても候へ養子ニても候へ壱
仁にゆつり御申あるへく候　仍以衆儀所定如件」

「親之作候ハんする間ハ子ハ御作有間敷候　親已後之事者男子ニても候へ女子ニても候へ養子ニても候へ壱
人にゆつり御申あるへく候　仍以衆儀所定如件」

「親之作候ハんする間ハ子ハ御作有間敷候　親已後之事ハ男子ニても候へ女子ニても候へ養子ニても候へ壱
仁に譲御申あるへし　仍以衆儀所定如件」

「親之作らんする間ハ子ハ御作あるましく候　親已後之事者男子にても候へ女子にても候へ養子にても候へ壱
人に可有御譲候　仍以衆儀所定如件」

「永入申瀬土物座之事」と表題。「右之座之事ハ三方用銭之時八日市新次郎殿迄永代申入処実正明鏡也」や「
前之座也」と記載

布座（2）

ひた銭15000

なミ銭2０000

なミ銭25000

なミ銭2000

なミ銭154000



　表Ⅲ　山田における地域別「屋号」分布一覧

西暦
上之郷（中嶋以外の３郷＝上三郷） 中之郷 八日市場 曽祢 大世古一之木 一志久保 宮後西河原 田中中世古 下馬所前野 下之郷（下三郷） 河崎船江

中嶋 辻 久留 二俣 浦口 上中之郷 下中之郷 八日市場 曽祢 大世古 一之木 一志 久保 宮後 西河原 田中 中世古 下馬所 前野 岩淵 吹上 岡本 河崎 船江

番匠

しま〈嶋？〉 米

辻米

番匠 五文子 米

かま〈釜？〉・小綿

米 （河崎世古）油 魚 魚 （走下）紺 へニ〈紅？〉 五文子 紙 米

綿 へに〈紅？〉 かわこ 紙 紙 小田

かち 紙 米 かま・麻 工 串〈櫛？〉

扇・へに〈紅？〉 ふく・油 かた こふ〈昆布？〉 五文子・秤・紙 布・米 嶋 酢

魚・とうし かま〈釜？〉 お・かわ す〈酢？〉 小田 麹・おか

白米 大主 綿・徳 馬瀬 慶徳・幸田 五文子・す〈酢？〉・角 小田

白米 油 鎰 白石 木

石熊

かき 木戸 結桶・麺 神楽 曲・小田・米 奥 櫛・麹 おけ〈桶？〉

　※煩雑になるため出典は省略。

～1430 かうし〈麹？
〉

1431～1450
（高柳）馬瀬
・（高柳）と
ふ〈豆腐？〉

1451～1470

1471～1490 （下之窪世
古）つ〈津？
〉

1491～1510 小綿・（烏帽子
世古）紺

昆布・番匠・
（曽祢世古）
柳

1511～１530 ぬし〈塗師？
〉

淡路・幸福・（坂
世古）大主（大塗
師）・くし〈櫛？〉・
（坂世古）具足・
きぬ〈絹？〉

春・酒・淡路
・油

油・（下之窪
）神楽

1531～1550 油・イヲ〈魚
？〉

油・（河崎世古）
かうし〈麹？〉・（
河崎世古）油・（
西世古？）たけ

（上之久保）し
ほ〈塩？〉・（上
之久保）おはた
〈小俣？〉

大主・（横橋）大
主・鳥羽・魚

柿・（曽祢世
古）柳

いさわ〈射
和？〉・かと〈
角？〉・一こ
う

こか・（なす
ひ）紺・射和

はかり〈秤？
〉

紙・かも・五文
染〈五文銭？〉・
秤

1551～1570
山内・酒・み
の〈蓑？〉

嶋・舛米・（
上二俣）舛
米・チカ〈千
貫？〉

あふら〈油？
〉

（河崎世古）い
わし〈鰯？〉

貫・幸福・（横橋）
おか・（坂世古幸
福世古殿内）具
足・（横橋）大主・
くし〈櫛？〉

柳・（曽祢世
古）あふら〈
油？〉

お・いわし〈
鰯？〉

かうし〈麹？
〉

かち〈鍛冶？
〉・くろべ〈黒
部？〉

1571～1590

こん〈紺？〉・（河
崎世古）油・（河
崎世古）かうし〈
麹？〉・福

米・はかり〈秤？〉
・（[世義寺]寺中
）風呂

はかり〈秤？
〉

くろへ〈黒部
？〉・木

1591～1610

鎰・慶徳・幸福・
五冨利 酒・高向 秤・五文子・綿屋館・高向

魚・千貫・舛
米・嶋・もち〈
餅？〉・白米

（河崎世古）井
戸俣・（西世古）
新五郎

（烏帽子世古）
鳥羽

はかり〈秤？
〉

（茶屋）イラ
コ〈伊良湖？
〉・おしろい

1611～1624 （小川町）こ
・ふミ・（中野
）こうす

川はた〈川
端？〉

あふら〈油？
〉・鍋・やりめ
・おか・酒

油・嶋・舛米
・千貫

かなわ・油・
茶

釜・（上之久保）
湯

辻米・（横橋）立
木・チコ・スシ〈鮨
？〉・綿・（寺中〈
世義寺寺中？〉）
風呂・（横橋）紺

トキ〈研？〉・
紺・油・コモ・
（走下長屋）
紺

ハカリ〈秤？
〉・か

（下之窪）助
四

麺・ウヲ〈魚
？〉

（上前野）小
俣・（下前野
）箸

イラゴ〈伊良
湖？〉・（〈世
義寺の〉今
在家）紺



経数 戒名等の表記 出納品 現在の百姓在所名 現在の百姓名 本年貢 現在の年貢 元の百姓名 備考

１部 尼生阿 油２升

中之郷 石熊や ２００文

中之郷 彦二郎 ２００文

二俣 油ヤ １００文

１部 尼観阿 桶５ツ

田中 結桶ヤ

７００文

２５０文

七郎三郎 ２５０文

櫟木 彦二郎 ２５０文

大世コ 七郎五郎 ２５０文

１部 阿闍梨良盛 豆腐半箱
大世コ 太郎衛門尉

３斗代（在所：宮崎）
２５０文 八日市（某）

一志 助三郎 ２５０文 舘小三郎

１部 慈阿禅門禅尼 麺子７０把
一志 ハカリヤ

８００文（在所：宮崎） ６００文
立松ヤ五郎衛門尉

下馬所 七郎二郎（番匠）

１部 善祐禅門 酒８ツ 大世古 二頭大夫 ８００文 大世古の高向二頭大夫家

１部 阿闍梨乗盛 （本は豆腐７箱） 下ノ久保 石松大夫 １０００文 ８００文

１部 道幸禅門

木４駄

川崎 松衛門尉 １００文
あらめ１２０把

わかめ２束

４巻経 字三郎聖
笠木２丁 舟江 衛門尉二郎

４００文
牛草２束 同（舟江？） 助二郎

４巻経 順一禅尼 豆腐４箱
下馬所 将監

５００文 「施主同（下馬所）将監寄進」
宮後 藤木

１部 道珎禅門 上足３０束 佐田 左ヱ門 ３００文

１部 ？ 酒８升 中世古 伊八郎 （酒６升？〈畠ノウハナシ〉） 櫟木トキヤ与六 「今ハ伊八郎買得如此候」

 ※　神宮文庫蔵『世義寺毎年如法経納所帳』より作成　

　表Ⅳ　慶長１８年（1613）９月吉日付『世義寺毎年如法経納帳』にみえる如法経領年貢物品一覧　（※米麦納を除く）

「本ハ豆腐七箱出候へ共辛未年
ヨリ石松大夫ニ強力也」と元亀２

年の記載有

（畠１段・在所：ア
サカ）

（田地・在所：川
辺）



　表Ⅴ　山田における屋号（紙屋・櫛屋）所有者一覧

年月日 西暦 居住地区 商品屋号 屋号所有者の名称 文書の種類 出典

明応６・２・晦 1497 中世古 紙屋 紙屋之兵衛太郎 道者売券（能登石動山） 古文書集（松木家旧蔵）

享禄１・８・６ 1528 田中 紙屋 紙屋彦三郎・同甚六 道者売券（但馬伊豆子之郡） 坂口茂氏所蔵文書（影写本所収文書）

天文３・正・２８ 1534 田中 紙屋 紙屋彦九郎 畠地売券（小坂社之北）

天文１８・６・１６ 1549 中世古 紙屋 紙屋七郎右衛門 宇治橋大工・引頭等交名注文 慶光院文書

永禄３・７・１０ 1560 中世古 紙屋 紙屋三衛門 畠地売券（小坂堂之北） 畠地所有者 古文書（松葉安平氏旧蔵）

天文１７・２・吉 1548 岡本 櫛屋 串屋又五郎・串屋彦右衛門 畠地売券（ノセコ）

天文２４・９・晦 1555 八日市場 櫛屋 八日市くしや与四郎 畠地売券（八てう寺） 畠地所有者 古文書（松葉安平氏旧蔵）

慶長１８・７・吉 1613 岡本 櫛屋 櫛屋又三郎・櫛屋善蔵 屋敷売券（岡本小田北はた）

慶長１８・９・吉 1613 岡本 櫛屋 櫛ヤ又二郎 世義寺毎年如法経納所帳 世義寺毎年如法経納所帳

屋号所有者の説
明と備考

道者購入者
（15000文）

道者売却者
（100000文）

道者購入者
（13000文）

売券・雑文書（神宮徴古館農業館所蔵
）

同年宇治橋供養
の大工（引頭）

畠地売却者
（6500文）・口入
人

中村直勝氏旧蔵文書（『日本古文書
学　中』掲載）

屋敷購入者・同売
却者（金子９両）
※本屋敷の境界、
東：櫛屋四兵衛殿
屋敷、西：櫛屋源
十郎殿屋敷、北：
川、南：大道

中央大学図書館所蔵古文書（『中央
史学』20掲載）

如法経領年貢の
施主・百姓名



表①　牛頭社結衆中の史的変遷

備考

北【出雲・監物】２ 北【出雲・監物】２ 北【出雲・監物】２ 北【出雲・監物】２ 北【出雲・監物】２ 北【出雲・監物】２ 北【出雲・監物】２ 北【出雲・監物】２ 北【出雲・監物】２ 北【出雲・監物】２ 北【出雲・監物】２ 北【出雲・監物】２ 北【出雲・監物】２ 北【出雲・監物】２ 北【出雲・監物】２ 北【出雲・監物】２ 北【出雲・監物】２ 北【出雲・監物】２ 北【出雲・監物】２ 北【出雲・監物】２

白米１ 白米１ 白米１ 白米１ 白米１ 白米１ 白米１ 白米１ 白米１ 白米１ 白米１ 白米１ 白米１ 白米１ 白米１ 白米１ 白米１ 辻住（彦大夫家）。屋号白米屋

筋向橋１ 筋向橋１ 筋向橋１ 筋向橋１ 筋向橋１ 筋向橋１ 筋向橋１ 筋向橋１ 筋向橋１ 筋向橋１ 筋向橋１ 筋向橋１ 橋村１ 橋村１ 橋村１ 橋村１ 橋村１ 橋村１ 橋村１ 橋村１ 橋村１

辻１ 辻１ 辻１ 辻１ 辻１ 辻１ 辻１ 辻１ 辻１ 辻１ 辻１ 辻１ 辻１ 辻１ 辻１ 辻１ 辻１ 辻１ 辻（一時二俣）住（牛右衛門家）

〔油屋？〕【新兵衛】１ 〔油屋？〕【新兵衛】１ 〔油屋〕【五郎兵衛】１ 〔油屋〕【五郎兵衛】１ 〔油屋〕【五郎兵衛】１ 〔油屋〕【五郎兵衛】１ 幾嶋【八大夫・孫大夫】２ 幾嶋【孫大夫・八大夫】２ 幾嶋【孫大夫】１ 幾嶋【八大夫】１ 幾嶋【八大夫・孫大夫】２ 幾嶋【孫大夫】１ 二俣住。屋号油屋で幾嶋家（一時杉木家）？

〔油屋〕 【善兵衛】１ 〔油屋〕 【善兵衛】１ 〔油屋？〕善次郎１ 〔油屋〕 【善兵衛】１ 〔油屋〕 【善兵衛】１ 〔油屋〕 【善兵衛】１ 〔油屋〕 【善兵衛】１ 〔油屋〕 【善兵衛】１ 〔油屋〕 【善兵衛】１ 広田【善兵衛】１ 浦口住。屋号油屋で広田家？

益米１ 益米１ 益米１ 益米１ 益米１ 益米１ 益米１ 益米１ 二俣住。屋号升米屋。別称幾嶋（孫大夫）家？

上地１ 上地１ 上地１ 上地１ 上地１ 上地１ 上地１ 久留住

【七郎左衛門】１ 【七郎左衛門】１ 【七郎左衛門】１ 【七郎左衛門】１ 浦口住

〔榎倉〕【亀石大夫】１ 〔榎倉〕【亀石大夫】１ 【孫七（郎）】１ 【孫七郎】１ 【孫七郎】１ 榎倉（亀石大夫）家？

【孫太郎】１ 【孫太郎】１ 【孫太郎】１ 【孫太郎】１ 二俣住。屋号升米屋で幾嶋（孫大夫）家？

【彦五郎】１ 白米家？

【新九郎】１ 榎倉（新九郎）家？

【助太郎】１

【与三郎】１

【弥十郎】１

【大納言】１

【又一郎】１

【米屋】１ 浦口住

結衆定数 ※17 8 10 10 10 ※9 9 8 7 ※8 8 7 6 7 6 7 6 5 5 4 4 ※⇒推定値

備考 監物は幼年故欠席 辻家以外名代出席

主要典拠 御社之田地帳 牛頭結衆覚 御社之日記 御社之日記 御社之日記 八王子宮作日記 八王子宮作日記 御社之日記 伊勢山田大概図 牛頭結衆覚 牛頭社造営之次第帳 杉落葉 牛頭社造営之次第帳 牛頭社寄合帳 牛頭社寄合帳 寛永期以前の結衆には一部推定を含む

年次　　　
　（西暦）

天文8　　　　　　　　　
（1539）

永禄6　　　　　　　　　
（1563）

天正17　　　　　　　　
　（1589）

天正20　　　　　　　　
　（1592）

慶長11　　　　　　　　
　（1606）

元和1　　　　　　　　
　（1615）

寛永1　　　　　　　　　
　　　（1624）

寛永1　　　　　　　　　
　　　（1624）

寛永1　　　　　　　　　
　　　（1624）

寛永10　　　　　　　　　　　　
（1633）

寛文8　　　　　　　　　
（1668）

正徳2　　　　　　　　　　
　　（1712）

享保11　　　　
　（1726）

享保13　　　　
　（1728）

享保16　　　　　　
　（1731）

享保21　　　　　　　 
（1736）

元文3　　　　　　
　（1738）

寛政5　　　　　
　（1793）

寛政9　　　　　
　（1797）

文化9　　　　　
　　　　（1812）

明治3　　　　　
　（1870）

姓・屋号別
結衆数内訳

中嶋住の(喜多)出雲家、二俣住の（来田）監物家

通称大蔵。当初二俣の筋向橋家、後に上中之郷の橋村
（内記）家

〔幾嶋or杉木？〕【八大夫】１ 〔幾嶋or杉木？〕【八大夫】１ 〔幾嶋or杉木？〕【八大夫】１ 〔幾嶋or杉木？〕【八大夫】１

延宝4より北出雲家は喜多姓

御社之日記・　　　　　　
牛頭結衆覚

御社之日記・八王子宮作日
記

八王子牛頭社結　　　　　　
衆指上申一札写

覚　　　　　　　　　　　
　　（牛頭社結衆格式条々）

牛頭社八王子社
山之神社稲荷社
御造宮書留帳

上　　　　　　
　　　　　　（牛
頭社由緒覚）
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